
研究概要、研究成果等
本研究は、外洋に流出したプラスチックごみの⾏⽅不明問題（ミッシングプラスチック問題）を解
決するため、戦後から70年以上にわたって⽇本近海で採集された表層曳プランクトン試料を解析し、
世界最⻑となる海洋マイクロプラスチック（MP）の⻑期変動を復元することを主な⽬的とした。
研究の結果、1950年代から2020年代にかけてのMP濃度変遷は、①増加期（1950〜70年代）、②
停滞期（1980〜2010年代前半）、③再増加期（2010年代後半以降）の三つの時期に区分されるこ
とが明らかとなった（図1）。プラスチック⽣産量の増⼤にもかかわらず⻑期的な停滞が⾒られた
要因として、プラスチックの粒径が⼩型化し、浮⼒低下により表層から沈降して除去される過程が
⽀配的であることを⽰した（図2）。
図1. ⽇本周辺海域における浮遊プラスチックごみ平均個数密度と先⾏研究の報告値との
⽐較.
図２.

本課題では更に、動物プランクトン（サルパ類）の消化管解析により、300 µm以下の微細マイク
ロプラスチック（MP）を定量できる新⼿法を確⽴した。過去試料から現場濃度の⻑期変化を初め
て復元し、⻑期的な変動を明らかにした。また⿊潮域の現場観測では100 µm未満のマイクロプラ
スチックが200ｍよりも深い深度にも広く分布し、海洋での微細化と沈降除去が進⾏していること
を明らかにした。さらに紫外線と波浪による細分化や、漁業活動による影響等を含めた様々なシナ
リオに対応しうる汎⽤性の⾼いプラスチック分布動態モデルを開発した。これらの成果は、海洋中
のマイクロプラスチック動態や⽣物影響評価の為のモデル構築の基礎データ、さらに今後の国際的
なモニタリング・対策⽅針の科学的基盤として活⽤が期待される。

環境政策等への貢献
１．効率的な海洋プラスチックごみ汚染状況モニタリング体制の構築
２．微細マイクロプラスチックモニタリング体制の構築と観測機器の開発（⼿法の確⽴）
３．新規プラスチック分布予測モデルの開発推進
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図1. ⽇本周辺海域における浮遊プラス
チックごみ平均個数密度と先⾏研究の報告
値との⽐較.

図２.⽇本周辺海域における浮遊プラスチック
ごみサイズ（直径）の平均値（⻘）および中央
値（⾚）の歴史的変遷. 


